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昭
和
三
十
三
年
度
一

着
々
重
要
施
策
進
む

　
前
号
に
引
続
き
財
政
事
情
を
公
表

い
た
し
ま
す
。
今
回
は
昭
和
三
十
三

年
度
上
半
期
分
四
月
～
六
月
ま
で
の

事情に

つ
い
て
公
表
い
た
し
ま
す
。三昭和33年4月よリ6月まで｝

一
般
会
計

　
本
年
度
予
算
編
成
に
当
っ
て
は
財

政
健
全
化
を
第
一
と
し
て
則
源
の
確

保
に
努
め
、
特
に
消
費
的
経
費
の
抑

制
を
は
か
り
、
一
方
新
市
五
ヵ
年
計

画
の
遂
行
と
緊
急
を
要
す
る
建
設
事

業
や
交
教
施
設
の
充
実
に
、
産
業
の

振
騨
に
、
民
生
の
安
定
等
重
点
的
な

施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に

努
力
い
た
し
、
必
要
経
費
を
†
算
に

計
上
い
た
し
た
結
果
前
年
度
当
初
の

予
算
に
較
べ
ま
し
て
二
千
八
百
十
七

　
　
ヂ
　
の
　
と
な
り
ま
し
た
の

特
別
会
計

ー
上
水
道
特
別
会
計

　
着
工
以
来
三
年
目
に
当
り
基
礎
工

事
は
完
成
さ
れ
、
今
年
は
予
定
給
水

戸
数
の

八
O
％
を
目
指
し
て
お
り
ま

上
半
期
の
財
政
好
調

す
。

財
源
は
一
般
会
計
よ
り
繰
入
金
三

〇
〇
万
円
、
市
債
六
、
O
O
O
万
円

工
事
収
入
一
、
〇
二
〇
万
円
を
も
っ

て
工
事
を
進
渉
し
て
お
り
ま
す
。

2
産
業
育
成
資
金
特

　
　
別
ム
瓜
計

　
今
年
よ
り
特
別
会
計
を
廃
し
一
般

会
計
産
業
経
済
費
の
中
に
金
融
対
策

費
の
目
を
新
ら
に
設
け
中
小
企
業
金

融
面
の
合
理
的
に
運
営
を
は
か
る
こ

と
に
致
し
ま
し
た
。

3
と
畜
場
特
別
会
計

　
今
年
あ
ら
た
に
と
畜
場
特
別
会
計

を
設
け
、
市
債
四
〇
〇
万
円
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
五
〇
万
円
、
計
四

五
〇
万
円
の
予
算
で
と
畜
場
を
建
設

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
が
、
と

畜
場
の
規
格
と
国
の
起
債
に
対
す
る

方
針
に
於
い
て
付
合
し
な
い
点
も
あ

り
、
現
在
折
衝
中
で
あ
り
ま
す
。

5
国
民
健
康
保
険
特

　
　
別
ム
本
計

　
予
算
編
成
に
当
っ
て
前
年
度
予
算

と
同
様
、
健
全
財
政
を
目
途
と
し
、

　
　
　
　
叉
卜
、
、

極
刀
消
費
的
経
費
を
抑
制
し
、
財
源

と
い
た
し
ま
し
て
は
国
民
健
康
保
険

料
二
、
四
三
六
万
円
、
国
庫
麦
出
金

一
、
三
五
五
万
円
、
一
般
会
計
繰
入

金
一
五
〇
万
円
、
そ
の
他
計
四
、
〇

七
四
万
円
屋
あ
り
ま
す
。
麦
出
に
つ

い
て
は
役
所
費
三
五
八
万
円
、
保
険

給
付
費
三
、
三
七
九
万
円
、
保
険
施

設
費
と
し
て
一
六
一
万
円
、
そ
の
他

で
あ
り
ま
す
ロ

市
債
の
現
況

　
市
債
に
つ
き
ま
し
て
は
六
月
三
十

日
で
の
借
入
総
額
は
特
別
会
計
を
含

め
て
七
、
九
五
五
万
円
で
あ
り
ま
す

が
、
今
年
の
借
入
予
定
額
は
教
育
債

（
川
治
中
学
校
屋
内
運
動
場
建
築
）

四
〇
〇
万
円
、
上
水
道
事
業
債
六
、

九
〇
〇
万
円
で
あ
り
ま
す
。
借
入
予

定
額
を
A
昇
田
し
ま
す
と
一
五
二
、
五

五
万
円
で
事
業
債
別
に
み
ま
す
と
上

永
道
事
業
債
一
〇
、
七
〇
〇
万
円
七

〇
・
一
％
、
産
業
経
済
債
一
〇
〇
万

円
O
・
七
％
、
庁
舎
建
築
債
一
八
三

万
円
一
・
二
％
、
災
害
復
旧
憧
西

七
万
円
一
・
六
％
、
公
営
住
毛
債
三

〇
〇
万
円
二
〇
％
、
土
木
債
五
五
〇

　
　
　
　
ー

　
出

｝
万
坦
二
．
六
％
、
教
育
債
二
、
九
五

．
入
万
円
一
九
・
四
、
そ
の
他
一
三
七

万
円
一
・
四
％
で
あ
り
以
上
の
建
設

的
重
要
事
業
の
財
源
は
、
大
蔵
省
、

郵
政
省
か
ら
長
期
償
還
の
市
債
と
し

て
借
入
れ
事
業
に
充
当
し
て
お
り
ま

す
。
尚
短
期
債
（
一
年
債
）
と
し
て

産
業
育
成
資
金
債
七
四
六
万
円
を
借

入
中
小
企
業
へ
の
短
期
貸
付
資
金
と

し
て
　
　
し
て
お
り
ま
す
ロ

市
民
負
担
の

状
況

　
市
税
及
び
保
険
料
の
負
担
は
昭
和

三
十
一
年
度
は
市
民
一
人
当
り
市
税

二
、
四
七
三
円
、
保
険
料
五
二
〇
円

昭
和
三
十
二
年
度
は
市
税
二
、
六
七

二
円
保
険
料
五
二
〇
円
、
昭
和
三
十

三
年
度
は
市
税
二
、
六
九
五
円
、
保

険
料
五
二
八
円
に
な
り
ま
す
。

健
全
財
政
の
堅
持

　
に
努
力

　
運
営
に
当
り
て
は
経
済
情
勢
に
留

意
し
、
才
入
才
出
の
均
衡
を
図
り
適

切
な
判
断
と
財
政
の
調
節
に
よ
り
健

全
財
政
を
維
持
し
つ
つ
、
最
大
の
効
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鐸
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鰐
鰍
塑
藤
糞
韓
畢

市
・
目

　
赤
い
羽
根
で
親
し
ま
れ
て
い
る
共

同
募
金
運
動
は
今
年
も
ま
た
十
月
一

日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間

実
施
さ
れ
ま
す
。
赤
い
羽
根
に
よ
る

募
金
は
年
六
一
般
の
方
六
の
御
理
解

が
高
ま
り
、
目
標
額
を
百
％
達
成
し

て
い
る
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
集
っ
た
浄
則
（
赤

い
羽
根
募
金
）
は
、
直
接
間
接
に
地

域
の
福
祉
の
た
め
に
役
立
つ
よ
う
配

ヨ和33年度一般会計予算
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初

　
　
　

　
ヨ

予
友
差

と
の

’
額
と

、
算
額

予
済

　
額

　
済

　
払

　
麦

　
　
額

　
　
現

　
　
算

　
　
予

額　
　　

　

算　
4

　
科

分
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
所
　
　
　
　
　
　
　
七
・
八
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
社
会
福
祉
協
議
会
　
　
七
・
○
％

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
二
・
六
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
O
・
一
一
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
金
会
経
費
　
　
一
二
・
二
％

縣
社
会
福
祉
協
議
会
　
一
〇
・
二
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
度
の
新
潟
縣
の
募
金
目
標
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
二
、
五
八
O
万
円
で
、
昨
年
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
よ
り
ぜ
　
の
　
　
　
ぎ
く
な
っ

形
／
て
い
ま
究
郡
市
別
の
募
金
目
標
額

赤
彷
羽
根

昭昭33年6月現在
一人当1雪世帯

　　　円　　　　円

2．69515．424

　　528　3．023

3．223118．鱒7

算一
予

【
計

一
現
額

　／　昭＿和3」．生度、」．
＿

昭一璽呈2一年一摩．
＿

分i調定額1一人当1ヂ帯齪額i一人当1雪世帯区

　　　　予
116．682

22．869

139．551

　　　円
15．307

2，977

18．284

　周2．672

　520
3．192

　　　円1　　　　干
4．5621115．631

3・065i22・492

7．6271138，123

　　円
2．473

　520
2．993

－『一一角1 　　干
，市　　　　　税l　IO7，801

騨癖咽調
注市税の中には国鉄の納付した大口固定資産税煙草消費税電気ガス税も含まれている。

は
次
の

と
お
り
で
す
が
、
目
標
額
の

達
成
に
は
絶
大
な
る
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
）
内
は
目
標
額
、
単
位
は
万
円

北
蒲
（
一
七
一
・
六
）
　
中
蒲
（
九

八
・
六
）
　
西
蒲
（
一
六
〇
・
九
）

南
蒲
（
五
一
・
二
）
　
東
蒲
（
三
五

・
七
）
　
三
古
（
八
七
。
八
）
　
北

魚
（
六
一
・
九
）
　
南
魚
（
七
三
・

一
）
　
中
魚
（
四
二
・
七
）
　
刈
羽

（
五
八
・
六
）
　
車
頚
（
五
〇
・
三
）

中
頚
（
九
八
・
三
）
　
西
頚
（
五
三

　
　
整
骨
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必

　
国
民
健
康
保
険
、
健
康
保
険
、
共

済
組
合
、
労
災
保
険
で
柔
道
（
整

骨
）
整
復
師
の
治
療
を
受
け
る
患
者

は
必
す
受
診
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
受
■

診
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
印
鑑

は
整
復
師
が
治
療
費
を
保
険
に
請
求

・
一
）
　
岩
船
（
六
二
・
四
）
　
佐

渡
（
八
七
・
八
）
　
新
潟
（
三
六
五

b
八
）
　
長
岡
（
一
六
七
・
一
）

高
田
（
八
四
・
八
）
　
三
条
（
七
三

・
七
）
　
柏
崎
（
七
六
・
四
）
　
新

発
田
（
八
四
・
二
）
　
新
津
（
六
二

・
九
）
　
小
千
谷
（
五
三
・
七
）
加

茂
（
一
二
山
ハ
●
一
二
）
　
十
日
町
．
（
一
二

五
・
六
）
　
見
附
（
四
二
・
三
）

村
上
（
三
四
・
八
）
　
燕
（
一
一
孟
・

三
）
直
江
津
（
四
七
・
五
）
栃

尾
（
三
三
・
O
）
　
新
弁
（
三
八
・

七
）
　
五
泉
（
三
三
・
九
）
　
、
両
津

（
三
五
・
O
）

　
そ
こ
で
本
市
の
目
標
額
は
三
十
五

万
六
千
円
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の

他
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
募
金
十

万
円
、
水
難
救
助
募
金
一
万
円
、
計

四
十
六
万
六
千
円
の
共
同
募
金
目
標

額
と
な
り
ま
す
。
何
と
ぞ
本
年
も
皆

様
の
ご
協
刀
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　計
才出の部

明
日
か
ら
と
い
わ
ず
に

　
　
　
　
　
　
今
日
か
ら
メ
ー
ト
ル
法

　
来
年
一
月
一
日
か
ら

す
べ
て
の
計
量
単
位
が

メ
ー
ト
ル
法
一
本
に
な

る
こ
と
は
御
承
知
の
通

り
で
す
が
、
新
潟
縣
で

は
、
こ
の
実
施
に
皆
さ

ん
が
不
便
を
感
じ
な
い

よ
う
に
本
年
の
十
月
一

日
か
ら
三
ヵ
月
間
縣
下
一
斉
に
練
習

期
間
を
設
け
て
メ
ー
ト
ル
法
普
及
に

の
り
だ
す
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

十
日
町
市
で
も
十
月
一
日
か
ら
食
料

　
　
　
は
　
　
の
　
　
　
　
は
　
い

藻
酪
鍵
難
薙
冨

し
商
店
が
メ
ー
ト
ル
法
を
実
施
し
て

も
消
費
者
が
今
ま
で
通
り
の
尺
貫
法
．

で
買
物
を
し
て
い
た
の
で
は
全
然
意

味
を
な
し
ま
せ
ん
。
消
費
者
の
方
は

一
日
も
阜
く
メ
ー
ト
ル
法
に
な
れ
て

匁
、
貫
、
尺
等
で
買
物
を
せ
す
に
、

［
グ
ラ
ム
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
リ
ッ
ト
ル

治
療
。

　
　
ず
印

に
は鑑

持
参

す
る
に
患
者
さ
ん
の
療
養
費
受
領
委

任
状
が
い
る
の
で
そ
の
た
め
に
必
要

な
の
で
す
。
印
鑑
等
を
忘
れ
ま
す
と

全
額
窓
口
に
麦
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

等
で
買
物
を
す
る
様
に
し
て
下
さ

い
。
メ
ー
ト
ル
法
の
買
物
は
始
め
の

う
ち
は
と
ま
ど
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん

，
が
、
な
れ
て
し
ま
え
ば
か
え
っ
て
今

ま
で
の

単
位
よ
り
使
い
や
す
く
な
る

と
田
心
い
ま
す
。

　
食
料
品
等
は
グ
ラ
ム
、
キ
ロ
グ
ラ

ム
で
酒
、
し
よ
う
油
等
は
C
C
、
リ

ッ
ト
ル
で
、
衣
料
品
等
は
セ
ン
チ
、

メ
ー
ト
ル
で
買
物
を
し
て
下
さ
い
。

　
▽
命
貝
物
の
時
だ
け
で
な
く
、
家
庭

内
で
も
毎
日
メ
ー
ト
ル
法
を
便
う
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
一
日
も

阜
く
メ
ー
ト
ル
法
に
な
れ
楽
し
く
買

物
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
蓬
ノ
●
§

次
麟

（
九
月
）
　
　
　
　
（
単
　
位
　
米
）

着
　
　
　
工
延
長
竣
工
予
定

栄
町
側
溝
改
良
　
二
三
　
九
　
月

中
央
線
道
路
改
良
一
六
〇
　
十
一
月

上
貫
線
（
名
山
）
〃
一
六
〇
　
十
　
月

本
町
西
線
街
路
整
道
三
六
十
一
月

水
上
橋
架
橋
工
事
　
一
七
　
九
　
月

六
ヵ
線
（
芹
場
）
道
路
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
山
へ
九
九
月

酸
　
　
　
工

川
原
町
北
原
線
道
路
改
良
　
一
三
三

教土消科

　　　目
育木防

塵
業
経
済

社
会
及
労
働

市
役
所
費

教　　　土
　ク〃〃木
育　　　費

　
　
〃

　
　
ク

　
　
ク

保
餐

　
　
　
　
主

事
　
業
　
名

消
防
鹿
設
整
備

都
市
計
画

川
治
中
学
校
新
営
改
善

林
道
事
業

失
業
対
策

ジ
ー
プ
購
入

道
路
新
設
改
良

橋
架
新
設
改
良

治
水
提
防

都
市
計
画

吉
田
中
学
校
新
営
改
善

下
条
中
学
校
新
営
改
善

公
民
舗
建
設

川
治
中
学
校
寄
宿
舎
建
築
二
、
四
呂

清
掃
自
動
車

し
尿
汲
．
取
三
輪

な
　
事
　
　
業

藷
小
弘
瀦
訳
鎗
農

あ
ヤ
　
は
　
ヤ
　
カ
　
　
　
ニ
き
　
　
　
　
　
　
ハ

、
二
、
．
き
鱒
禦
蕪
難
．
翻
臨

ズ
バ
ム
　
　
　
は
　
　
　
　
ぬ
　
　
ぬ
ハ
　
ロ

四
、
．
昌
六
六
道
腹
良
　
　
…
蠣
欝

　
八
吾
　
ジ
ー
プ
一
台
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
経
済

八
、
八
窒
三
五
ヵ
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
土
木
費

モ
八
さ
亡
ヵ
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

一
、
窒
五
ヵ
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
七
三
　
高
山
土
地
区
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

一
、
一
奮
吉
田
中
学
建
築
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
木
費

　
一
8
　
敷
地
買
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
支
出
金

一
、
§
公
民
舘
璽
讐
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
川
治
中
学
校
寄
宿
舎
建
竿
丁
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
［

一
、
吾
五
屯
車
一
台

　
§
三
輪
自
動
車
、
一
、
二
五
屯
一
台
購
入

　
事

済
業
土
木

業

塵
芥
捨
場
用
地
買
収

織
物
A
蕪
新
簗

し
尿
貯
溜
槽

災
鯉
口
土
木

農
業
災
望
口

道
路
補
装

道
路
改
良

　
ク

　
〃

橋
架
新
設

十
日
町
保
健
所
新
築

橋
架
改
修

　
〃

計

名

（
昭
和
三
十
三
年
六
月
三
十
日
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
、
価
千
円
）

事
業
費
　
　
　
事
　
業
　
内

三
、
四
四
九

　
園
一

一
、
§

　
一
召

　
ヨ
一
六

　
　
ろ

一
、
書

　
一
8

　
一
八
。

　
吾

　
三
。

三
、
§

　
一
営

　
一
五
唱

栗
蓋
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

農
猶
改
良
、
水
路
改
修
、
潅
概
用
施

設
事
業
、
そ
の
一
他

ご
み
捨
場
敷
地
買
収
残
金

、
其
の
他

施
設
費

織
物
会
舘
新
築
補
助
金

し
尿
処
理
槽
三
〇
〇
石
一
ヵ
所

二
子
、
芹
場
、
津
池
、
災
害
復
旧

各
種
災
害
復
旧
費
補
助
金

十
日
町
、
柏
崎
線
、
高
川
地
内

小
千
谷
、
長
野
線
、
由
本
地
内

十
日
町
、
六
箇
線

焼
野
、
浦
佐
線
三
ヵ
地
内

第
二
轟
木
橋
永
久
橋

十
日
町
保
健
所
改
璽
負
担
金

＋
日
町
橋
板
替

補
導
所
橋
負
担
金

4
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＝
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社
会
科
の
勉
強
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＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
≡
＝
＝
…
＝
＝
＝
＝
＝
＝
曇
＝
＝
一
＝
昌
＝
＝
一
＝
＝
一
昌
＝
餌
＝
一
＝
＝
＝
＝
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
甕
な
甚
は
た
い
て
い
簑
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
合
担
織
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨

　
　
　
　
　
　
財
務
課
の
巻

身
近
ぎ
市
税
問
答

　
課
長
　
何
か
ご
用
で
す
か
ね
。

翻
箸
あ
の
婁

の
こ
と
に
つ
い
て
課
長
さ
ん
か
ら

お
話
し
て
頂
き
た
い
ん
で
す
が
。

　
課
長
社
会
勉
強
だ
ね
。
そ
れ

で
は
説
明
し
ま
し
よ
う
。
財
務
課

に
は
、
賦
課
係
。
徴
収
係
、
地
籍

家
屋
籍
係
の
三
つ
の
係
が
あ
っ
て

こ
の
三
つ
の
係
の
仕
事
が
組
合
わ

さ
れ
て
、
税
金
が
市
民
に
か
け
ら

れ
、
納
ま
っ
た
税
金
に
よ
り
学
校

の
建
築
や
道
路
、
橋
な
ど
を
作
る

と
か
修
理
す
る
と
か
い
ろ
く
の

資
金
に
な
り
ま
す
。
こ
の
三
つ
の

係
の
什
事
の
内
容
を
い
い
ま
す
と

賦
課
係
と
は
市
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
（
国
民
健
康
保

険
料
等
）
の
申
告
を
販
り
縄
め
、

調
査
し
た
り
反
は
実
地
調
査
を
し

て
税
金
を
か
け
る
専
門
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
徴
収
係
と
は
、

納
税
組
合
の
事
務
を
や
っ
た
り
、

反
納
期
内
に
納
税
さ
れ
な
か
っ
た

者
に
対
し
て
督
促
状
を
発
送
し
ま

す
。
尚
そ
れ
で
も
納
税
さ
れ
な
い

場
合
に
は
、
な
る
べ
く
早
く
納
め

て
頂
く
よ
う
再
三
に
亘
り
催
促
を

し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
納
税
さ
れ

な
い
と
き
に
は
、
納
税
者
の
財
産

（
動
産
、
不
動
産
）
に
対
し
て
差

押
え
を
し
競
売
し
て
未
納
の
税
金

を
取
た
て
る
な
ど
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
地
籍
家
屋
籍
係
は

皆
さ
ん
の
お
家
で
持
っ
て
お
ら
れ

る
則
産
の
中
、
土
地
、
家
屋
関
係

を
常
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
整

え
て
置
き
、
固
定
資
産
税
と
し
て

課
税
し
ま
す
。
土
地
家
屋
の
税
金

を
公
平
に
間
違
い
な
く
や
る
よ
う

そ
の
事
務
を
取
り
あ
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
土
地
の
売
り
買
い
や
、
建

物
の
新
増
改
築
を
な
さ
れ
た
時
も

全
然
か
ま
わ
な
い
で
お
き
ま
す
と

係
は
わ
か
ら
な
い
の
で
整
理
す
る

こ
と
も
で
享
、
公
平
な
税
を
か

け
る
乙
と
が
出
来
な
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
で
す
か
ら
土
地
の
売
買

や
、
家
を
増
築
、
改
築
、
と
り
こ

わ
し
な
ど
し
た
時
は
厄
介
で
も
係

ま
で
一
言
連
絡
し
て
そ
の
手
続
き

を
さ
れ
ま
す
よ
う
に
常
に
御
協
力

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
巫
土
地
家

尾
で
解
ら
な
い
こ
と
な
ど
あ
っ
た

ら
財
務
係
に
連
絡
し
て
で
き
る
だ

け
自
分
の
財
塵
を
は
一
．
き
り
と
つ

か
ん
で
お
い
て
頂
き
た
い
と
云
う

事
も
ね
。

　
和
雄
君
財
務
課
の
什
事
の
内

容
は
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　
交
子
さ
ん
　
昨
年
は
ど
れ
位
税

金
が
納
っ
た
ん
で
す
か
。

　
課
畏
　
単
な
税
金
を
あ
げ
る
と

市
民
税
で
は
約
二
千
九
百
三
十
万

円
が
か
け
ら
れ
そ
の
う
ち
九
十
一

％
の
二
千
六
百
七
十
万
円
が
納
ま

り
、
固
定
資
産
税
は
六
千
九
百
七

ち
九
十
六
％
の
六
千

六
百
七
十
万
円
が
納
り
ま
し
た
。

車
税
は
二
百
十
万
円
の
う
ち
九
十

四
％
の
二
百
万
円
。
た
ば
こ
消
費

税
が
六
百
万
円
。
電
気
ガ
ス
税
は

八
百
万
円
と
そ
れ
ぞ
れ
百
％
納
っ

て
い
ま
す
。
結
局
一
億
二
千
五
百

万
円
の
税
金
が
か
け
ら
れ
た
う
ち

約
九
十
一
％
の
一
億
一
千
三
百
万

円
が
納
っ
て
い
ま
す
。

　
和
雄
君
税
金
は
か
か
っ
た
だ

け
全
部
納
め
る
の
じ
や
な
い
の
で

す
か
。

　
課
長
そ
れ
が
本
当
な
ん
で
す

が
ね
。
中
に
は
思
わ
ぬ
災
害
が
あ

っ
た
と
か
、
病
気
で
永
ら
く
休
ん

諌
嚢
か
、
嚢
に
失
敗
し
た

と
か
、
そ
の
外
や
む
を
得
な
い
事

情
で
き
め
ら
れ
た
期
日
に
納
め
ら

れ
な
い
で
、
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
た

ま
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
可
成
り
い

ま
す
ね
。
ま
た
全
期
の
徴
税
令
書

を
一
期
に
配
付
し
て
あ
る
ん
で
す

が
、
と
も
す
る
と
二
期
以
降
令
書

が
来
な
い
と
思
っ
て
う
っ
か
り
し

て
納
め
な
い
で
い
る
入
や
、
納
税

の
義
務
に
つ
い
て
理
解
が
う
す
く

ね
。
会
社
な
ど
に
勤
め
て
お
ら
れ

る
方
は
そ
の
会
社
の
社
長
さ
ん
が

特
別
徴
収
義
務
者
と
な
り
、
社
員

の
毎
月
の
給
料
か
ら
税
金
分
を
差

引
い
て
取
り
ま
と
め
市
役
所
へ
納

め
る
仕
組
に
な
っ
て
い
ま
す
。
従

っ
て
毎
年
百
％
の
良
い
成
績
で

す
。
と
こ
ろ
が
各
自
が
徴
税
令
書

で
納
め
る
市
民
税
の
並
星
旭
徴
収
の

分
は
、
惜
し
い
か
な
八
十
％
程
度

で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
考
え
て
も
特

別
徴
収
の
人
が
毎
月
給
料
差
引
の

方
法
で
納
め
る
よ
う
に
普
通
徴
収

の
人
も
納
税
組
合
に
加
入
し
て
毎

月
納
税
貯
蓄
を
し
て
納
め
る
と
し

ら
す
し
ら
す
の
間
に
納
っ
て
滞
納

な
ど
は
全
く
な
く
な
っ
て
楽
に
納

税
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
。

ま
あ
こ
の
方
法
が
一
番
よ
い
と
思

い
ま
す
。

　
和
雄
君
税
金
が
全
鄙
納
ま
ら

な
い
と
市
で
は
困
る
で
し
よ
う
？

　
課
長
　
市
で
は
予
想
さ
れ
る
税

収
を
見
込
ん
で
一
年
分
の
仕
事
の

計
画
を
た
て
る
の
で
予
定
通
り
税

金
が
納
ま
ら
な
く
て
も
市
民
の
た

め
に
是
非
必
要
な
仕
事
は
他
か
ら

金
を
借
り
て
も
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
金
を
借
り
る
と
利
子

が
つ
き
滞
納
し
た
税
金
の
取
り
立

て
に
は
多
く
の
経
費
が
か
か
り
ま

す
。
そ
れ
ら
も
結
極
市
民
の
皆
さ

ん
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
税
金
を
納
め
な
い
で
い

る
人
に
は
一
定
額
の
税
金
の
外
に

都
合
の
よ
い
納
税
組
合

て
滞
納
し
て
い
る
入
も
あ
る
の
で

未
納
と
な
る
訳
で
す
ね
。
で
も
こ

の
頃
は
納
税
成
績
が
よ
く
な
り
ま

し
た
よ
。

　
文
子
さ
ん
　
成
績
が
良
く
な
っ

た
訳
は
ど
う
云
う
事
な
ん
で
す

か
。

　
課
長
　
納
税
組
合
長
さ
ん
や
嘱

託
員
さ
ん
の
熱
心
な
御
協
力
に
よ

り
ど
ん
ど
ん
納
税
組
合
が
ふ
え
た

事
と
納
税
者
の
皆
さ
ん
の
税
金
は

必
す
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
〃
自
ら
納
め
る
べ
き
も
の
だ
〃

と
云
う
考
え
が
徹
底
し
て
既
に
税

金
分
は
貯
蓄
し
て
生
活
設
計
を
建

て
て
行
く
入
が
非
常
に
多
く
な
っ

て
き
た
事
で
す
ね
。

　
和
雄
君
　
納
税
貯
蓄
紐
合
と
い

う
の
は
税
金
を
納
め
や
す
く
す
る

た
め
に
貯
金
を
す
る
組
合
で
す
か

？
。

　
課
長
　
良
く
御
存
じ
で
す
ね
。

市
で
は
大
体
四
百
か
ら
の
組
合
が

あ
り
全
納
税
義
務
者
の
八
十
％
を

し
め
て
い
ま
す
よ
。

　
交
子
さ
ん
　
家
の
父
ち
ゃ
ん
は

会
社
へ
勤
め
て
い
ま
す
が
や
は
り

納
税
組
合
に
入
っ
て
い
る
訳
で
す

ね
。

　
課
長
　
そ
う
で
す
ね
、
大
き
な

延
滞
金
や
、
延
滞
加
算
金
を
必
す

余
分
に
納
め
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
度
六
催
促
し
て
も
納

ま
ら
な
い
分
に
は
、
原
則
と
し
て

特
別
の
事
情
が
あ
る
他
は
法
律
で

定
め
ら
れ
て
あ
る
則
産
差
押
え
な

ど
強
制
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
結
果
に
も
な
る
の
で
す
。
だ

か
ら
ど
う
か
市
役
所
の
た
め
で
な

く
市
民
の
み
な
さ
ん
自
身
の
た
め

に
も
税
金
は
滞
ま
ら
な
い
よ
う
に

納
期
に
納
め
て
頂
き
た
い
も
の
で

す
。
生
活
を
し
て
行
く
上
に
税
金

を
納
め
て
頂
く
市
民
の
み
な
さ
ん

も
仲
友
容
易
な
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
ね
。
ま
た
市
と
し
て
も
税
金

を
納
め
る
人
の
身
に
な
っ
て
な
る

べ
く
公
平
を
期
し
た
い
と
努
力
し

て
お
る
ん
で
す
。
定
め
ら
れ
た
法

律
と
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

点
に
お
い
て
は
い
ろ
く
め
ん
ど

な
問
題
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
よ
。

　
交
子
さ
ん
　
税
金
を
納
め
る
人

も
、
ま
た
税
金
を
か
け
る
人
も
容

易
な
事
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

　
和
雄
君
　
僕
達
の
身
近
か
な
市

税
の
納
ま
り
方
な
ど
い
ろ
く
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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働（月薩日）昭和隔年9月15日りよだ政市町日十（騒灘）第24号

と
し
よ

り
の

生
活
な
明
ろ

く

9
月
1
5
日
『
と
し
よ
り
の
日
』

　
昭
和
二
十
六
年
か
ら
毎
年
九
月
十

五
日
を
「
と
し
よ
り
の
日
」
。
九
月

二
十
一
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
と
し

よ
り
の
福
祉
週
間
」
と
し
て
全
国
的

に
と
し
よ
り
の
生
活
を
朋
る
く
、
ゆ

た
か
に
す
る
運
動
が
展
開
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
そ
の
八
同
目
の
運
動

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
運
動
の
主

目
標
は
と
し
よ
り
の
健
康
を
守
る
。

と
し
よ
り
の
経
済
生
活
を
豊
か
に
す

る
。
と
し
よ
り
の
生
活
環
境
を
整
え

る
。
と
し
よ
り
の
自
主
性
と
社
会
性

を
高
め
る
等
で
す
。

　
新
潟
縣
内
に
お
け
る
六
十
才
以
上

の
老
入
数
は
約
二
十
一
方
入
で
、
こ

の
う
ち
九
十
五
人
以
上
の
高
令
者
は

四
＋
九
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
で
は
六
十
才
以
上
の
老

一
人
数
は
三
、
七
二
二
人
で
九
十
才
以

上
一
一
人
（
男
四
入
女
七
入
）
と
な

，
て
い
ま
す
。

　
身
寄
り
の
な
い
と
し
よ
り
を
収
容

し
て
楽
し
く
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
養
老
院
は
、
縣
内
十
五
施

設
で
年
々
増
改
築
を
し
、
夫
婦
部
屋

も
設
け
る
等
、
設
備
の
改
善
を
し
て

い
ま
す
。
現
在
養
老
院
に
入
院
し
て

い
る
と
し
よ
り
は
七
三
四
名
で
す
。

　
中
魚
沼
養
老
院
に
は
五
〇
名
の
お

と
し
よ
り
が
入
院
し
て
い
ま
す
。

　
高
老
者
を
対
象
と
し
て
の
国
民
年

金
の
実
画
も
、
近
い
将
来
と
期
待
さ

れ
て
お
り
、
既
に
敬
老
年
金
を
実
施

し
て
、
と
し
よ
り
の
長
寿
を
祝
福
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
十
一
市
町
村
（
本

年
度
中
実
施
予
定
含
む
）
も
あ
り
、

と
し
よ
り
の
福
祉
が
逐
次
増
進
さ
れ

て
い
ま
す
．

　
と
し
よ
り
が
自
主
的
に
老
人
ク
ラ

ブ
を
結
成
し
て
と
し
よ
り
の
自
主
性

と
社
会
性
を
た
か
め
る
よ
う
努
力
し

て
い
る
、
老
人
ク
ラ
ブ
数
は
二
四
で

他
の
地
区
に
お
い
て
も
結
成
の
気
運

が
た
か
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
と
し
よ
り
の

福
祉
の
増
進
に
社
会
全
体
が
努
力
す

る
と
と
も
に
、
と
し
よ
り
も
若
い
人

達
と
調
協
し
て
平
和
な
家
庭
、
明
る

い
社
会
を
つ
く
る
よ
う
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

”

近
代
化
し
た
”

　
　
　
十
日
町
電
報
電
話
局

　
昭
和
町
三
丁
目
智
泉
寺
脇
に
近
代

建
築
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

の
索
情
ら
し
い
建
物
が
出
来
上
っ
た

の
は
こ
の
六
月
で
し
た
。
こ
れ
こ
そ

十
日
町
電
報
電
話
局
の
生
れ
か
わ
っ

た
姿
で
す
。
十
二
月
に
は
自
動
式
に

な
り
自
動
交
換
サ
ー
ビ
ス
を
開
姶
し

よ
う
と
目
下
そ
の
機
械
の
設
備
に
工

事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
局
舎
や
自
動
交
換
な
ど
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
し
よ
う
。

0
局
舎
は
工
費
四
、
O
O
O
万
円
、

建
坪
一
三
〇
埣
三
階
建
延
ぺ
四
〇
〇

坪
、
一
階
は
ボ
イ
ラ
窒
、
物
置
な
ど

二
階
は
窓
口
事
務
室
、
三
階
は
交
換

室
、
事
務
室
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

②
自
動
交
換
サ
ー
ビ
ス
開
始
は
十
二

月
初
旬
の
予
定
で
、
自
動
式
は
数
字

式
で
四
桁
数
字
を
使
う
て
交
換
す

る
。曾

羅
は
今
霧
と
な
り

一
回
に
つ
い
て
七
円
の
料
金
が
か
、

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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り
方

　
米
の
乾
燥
は
、
米
質
を
傷
め
な

い
よ
う
に
よ
く
、
む
ら
な
く
、
は

や
く
乾
し
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
乾
燥
方
法
の
最
も
よ
い
の
は
次

の
方
法
で
す
。

▼
稲
の
刈
販
後
す
ぐ
に
掛
．
干
（
は

ざ
掛
）
し
、
脱
穀
後
は
必
ら
す
莚

干
す
る
こ
と
。
麺
．
干
の
で
き
な
い

と
こ
ろ
で
は
火
力
乾
燥
す
る
こ

と
。

▼
刈
取
後
す
ぐ
に
脱
穀
し
て
通
風

乾
燥
す
る
こ
と
。
湿
度
が
高
く
て

乾き

の
わ
る
い
と
こ
ろ
で
は
、
火

力
（
煉
炭
、
コ
ー
ク
ス
等
）
で
空

気
の
温
慶
を
あ
け
る
と
よ
く
乾
き

　
生
．
乾
き
の
稲
や
も
み
を
積
ん
だ

ま
＼
長
く
お
く
と
熱
が
で
て
、
品

質
の
わ
る
い
醗
酵
米
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

で
き
ま
す
か
ら
よ
く
注

意
す
る
こ
と
。

水
稻
新
・
叩

種
紹
介

「
日
本
海
」
さ
品
種

は
、
新
潟
縣
農
業
試
験

場
長
岡
試
験
場
で
農
抹

八
号
と
新
七
号
を
人
工

交
配
し
て
育
成
し
た
阜

生
品
種
で
す
。

◎
特
性
の
概
要
　
　
1

▼
低
温
発
芽
性
が
良
好
で
苗
立
が

よ
い
。

▼
感
光
性
は
中
位
で
、
年
次
間
の

で
す
。

▼
出
穂
期
は
、
農
林
四
十
一
号
と

　

マ
同
じ
く
八
月
初
旬
で
す
。

農家の窓　
　
　
▼
褒
置
、
新
妻
震

　
＝

　
　
　
で
あ
っ
て
、
一
穂
着
粒
数

　

一

　
　
　
は
新
七
号
程
度
で
す
が
、

　
　
　
農
林
四
十
一
号
よ
り
も
多

　
　
　
い
。

　
　
　
▼
稔
実
歩
合
は
極
め
て
良

　
　
　
好
で
玄
米
収
量
も
多
い
。

　
　
　
▼
桿
は
新
七
号
よ
り
も
柔

　
　
　
軟
性
に
富
み
、
且
つ
強
健

　
　
　
で
倒
伏
し
が
た
い
。

　
　
　
▼
い
も
ち
病
に
は
や
や
弱

い
が
、
小
粒
菌
核
病
・
紋
枯
病
に

は
早
生
種
と
し
て
は
強
い
方
で

す
。
ま
た
胡
麻
枯
病
及
び
根
ぐ
さ

④
こ
の
局
舎
の
竣
功
に
よ
り
市
外
も

集
中
さ
れ
、
千
手
（
橘
も
含
ま
れ
る
）

下
条
の
市
外
通
話
ほ
十
日
町
局
で
受

付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
即

時
通
話
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
魚
沼
中
条
区
域
も
十

日
町
局
区
域
に
A
屏
し
ま
す
従
っ
て

十
日
町
と
萢
中
喬
は
市
羅

と
な
り
ま
す
。

⑤
電
話
番
号
は
官
公
署
、
大
口
加
入

者
は
三
一
〇
一
番
か
ら
三
一
九
八
番

ま
で
の
問
で
新
番
号
に
変
更
さ
れ
ま

す
。
公
衆
電
話
は
三
三
五
〇
番
よ
り

一
§
壬
ハ
九
番
、
九
九
の
つ
く
番
号
は

全
国
共
通
に
試
験
用
に
な
り
ま
す
。

⑥
料
金
は
碁
本
料
、
単
独
電
話
事
務

用
が
五
〇
〇
円
、
住
宅
用
は
三
五
〇

円
で
す
。
共
通
電
話
事
務
用
は
三
三

（
）
円
、
住
宅
用
二
三
〇
円
で
す
。
そ

れ
に
度
数
制
で
市
内
通
話
一
度
数
毎

に
七
円
の
料
金
と
な
り
ま
す
。

⑦
自
動
式
電
話
の
か
け
方
は
市
内
通

話
の
時
は
電
話
器
を
あ
げ
て
ツ
ー
ン

れ
に
も
強
い
。
　
　
　
　
　
　
川

▼
米
質
は
良
好
で
食
昧
も
良
好
で
　
噸

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

▼
玄
米
は
粒
大
型
で
、
粒
揃
い
が

よ
く
心
臼
、
腹
白
は
少
な
い
。

◎
栽
培
上
の
注
意

▼
苗
代
日
数
は
四
十
日
位
と
す
る

▼
深
植
は
い
も
ち
病
を
誘
発
す
る

か
ら
洩
植
と
す
る
。

▼
田
植
期
は
五
月
末
で
す
が
、
い

も
ち
病
に
注
意
す
れ
ば
裏
作
跡
に

も
適
す
る
。

▼
本
田
で
は
、
窒
累
質
肥
料
の
過

多
を
さ
け
穂
肥
を
活
用
す
る
。

◎
適
　
地

▼
い
も
ち
病
常
発
以
外
で
は
縣
下

一
円
に
適
す
る
。

　
　
　
　
　
（
縣
農
業
改
良
課
）
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出来上った電報電話局全景

と
い
う
音
（
発
信
音
）
を
き
い
て
か

ら
正
し
く
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
ま
す
と

自
動
的
に
相
手
方
に
接
が
り
ま
す
。

も
し
相
手
が
話
中
の
時
は
ブ
ー
ブ
ー

と
い
う
断
続
音
（
話
中
音
）
が
聞
え

ま
す
か
ら
、
ま
た
か
け
る
よ
う
に
し

ま
す
。
市
外
通
話
の
と
き
は
下
条
、

千
手
橘
の
場
合
は
一
〇
八
番
を
ダ
イ

ヤ
ル
で
呼
ぴ
出
し
、
局
の
（
即
時
係
）

交
換
手
が
出
ま
す
か
ら
相
手
の
局
名

と
番
号
を
告
げ
、
そ
の
ま
ま
待
ち
ま

す
と
す
ぐ
接
が
り
ま
す
。
断
金
は
一

通
話
十
四
円
で
す
。
そ
の
外
の
局
へ

の
通
話
は
一
〇
六
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し

て
市
外
係
が
出
ま
す
か
ら
今
ま
で
ど

お
り
申
込
ん
で
電
話
器
を
か
け
て
待

っ
て
い
た
だ
く
。

⑧
そ
の
他
問
合
せ
、
通
報
は

市
内
の
番
号
問
合
せ
一
〇
四
番
、
市

外
一
〇
五
番
、
電
話
故
障
一
＝
二
番

電
報
申
込
一

車
二
九
番
、
警
祭
（
盗
難
）

Q
蕾
と
な
り
ま
す
。

一
五
五
番
、
火
事
救
急

請
住
宅
統
計
調
査

十
月
一
日
に
は
全
国
一
せ
い
に
住
［
回
で
第
四
回
目
を
迎
え
ま
す
。

二

宅
調
査
が
実
π
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
現
在
の
日
本
で
最

も
困
難
な
問
顯
と
さ
れ
て
い
る
住
宅

問
題
解
決
の
た
め
必
要
と
す
る
基
礎

資
料
を
得
る
た
め
に
住
宅
及
び
そ
こ

に
居
住
し
て
い
る
す
べ
て
の
世
帯
に

つ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

本
縣
に
於
て
も
全
市
町
村
に
対
し
、

▽
現
在
真
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
の

　
は
ど
ん
な
入
た
ち
か
。

▽
蚤
仕
ど
ん
な
住
宅
に
住
ん
で
い

　
る
か
。

▽
勤
労
世
帯
の
入
達
の
住
宅
難
は
緩

和
さ
れ
た
か
。

等
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
縣
知
事
が
任
命
し

た
調
査
員
が
参
上
し
て
色
六
お
き
き

い
た
し
ま
す
。
そ
の
節
は
何
卒
こ
の

調
査
に
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
御

願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
じ
か
し
ノ
●

市
民
大
育
大
会

㈱
一
撫
鱗
難

遊
び
道
具
も
整
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季

　
今
春
よ
り
各
地
区
で
、
は
じ
め
ま

し
た
季
節
保
育
所
は
働
く
農
家
に
と

っ
て
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

関
係
部
落
や
個
人
か
ら
の
寄
附
を
仰

い
で
遊
戯
施
設
も
整
い
、
今
秋
も
一

斉
に
開
所
い
た
し
ま
し
た
。

　
み
の

り
の
秋
の
販
入
れ
に
、
や
＼

も
す
れ
ば
放
任
さ
れ
が
ち
な
子
供
さ

ん
を
適
切
に
お
預
り
し
て
く
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
農
繁
期
も
小
さ
な
子
供
さ
ん

の
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
是
非
お
預

け
し
て
安
心
し
て
働
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

入
所
申
込
み
は
各
地
．
区
の
児
童
委

員
（
民
生
委
員
）
に
申
込
ん
で
下
さ

い
。
経
費
は
一
ヵ
月
三
百
円
前
後
で

す
。

川
治
保
育
所
（
大
谷
さ
ん
宅
）

　
九
月
一
日
よ
り
三
ヵ
月
間

中
条
保
育
所
（
円
通
寺
）

　
九
月
五
日
よ
り
二
、
五
ヵ
月
間

、

下
条
中
央
保
育
所
（
公
民
舘
）

　
九
月
二
十
日
よ
り
酬
ヵ
月
間

広
大
寺
保
育
所
（
広
大
寺
）

　
九
月
二
十
一
日
よ
り
一
ヵ
月
間

曝霧晦
暑篶稟暴育つ唯

豊霧肇所た鴛
　ヵ）間　　　　　　　て

月　　　　　　　　　今
　
今
年
は
来
る
九
月
二
十
三
日
（
秋

分
の
日
）
午
前
八
時
三
十
分
開
会
い

た
し
ま
す
。

　
出
場
班
の
編
成
、
競
技
種
目
な
ど

大
体
今
迄
ど
お
り
で
す
。
す
で
に
嘱

託
員
さ
ん
に
選
手
の
出
場
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
各
地
区
か
ら
大
勢

の
方
が
出
場
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す

　
　
　
　
記

一
、
日
時
“
九
月
二
士
一
百
（
秋

　
分
の
日
）
午
前
八
時
三
十
分
整
列

　
完
了
、
開
会
式
、
午
後
四
時
三
十

分
終
了
（
雨
天
の
場
合
は
順
延
）

二
、
会
場
小
十
日
町
高
等
学
校
グ

僻
地
の
お
と
し
よ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
慰
安
映
画

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
十
日
町

自
治
振
興
会
後
援
に
て
各
地
区
毎
、

特
に
僻
地
の
お
と
し
よ
り
の
慰
安
に

と
次
の
日
程
で
無
料
映
画
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
お
と
し
よ
り
の
手
を
引
い
て
多
数

ご
参
集
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

日十
月
三
日

　
　
六
日
　
東
下
組
小
学
校

　
　
八
日
　
真
田
小
学
校

　
　
九
日
　
名
ヵ
山
小
学
校

　
　
十
日
　
ニ
ッ
屋
小
学
校

　
　
茜
日
　
八
ヵ
小
学
校

電
話
開
通

程飛
二
小
学
校
夜
七
時
半〃〃ク〃〃

　
　
　
今
秋
中
条
山
地

　
　
　
全
部
に

　
長
い
間
、
電
話
が
な
く
不
便
で
あ

り
ま
し
た
中
条
山
地
に
団
体
加
入
電

話
が
引
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
団
体
加
入
電
話
は
新
水
に
変

換
機
が
設
け
ら
れ
、
各
部
落
一
箇
づ

つ
、
ほ
か
特
別
の
も
の
を
含
め
て
三

十
五
ヵ
所
設
置
す
る
予
定
で
既
に
実

　
　
　
　
　
　
　
　
の
タ

地
調
査
も
終
り
今
秋
開
通
と
な
り
ま

す
。

　
軽
沢
を
含
め
今
ま
で
電
話
が
な
か

っ
た
山
地
全
部
落
に
電
話
が
設
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
明
か
る
い
話
題
を

生
ん
で
お
り
ま
す
。

げ
』
用
心

　
　
　
農
繁
期
〃
。

◇
塚
を
あ
け
る
と
き
は

火
の
元
に
注
意
し
、
隣
り
近
所
に

　
お
願
い
を
し
て
出
る
こ
と
。

◇
子
供
だ
け
の
留
守
居
は

　
特
に
火
の
い
た
す
ら
、
買
食
い
交

　
通
禍
に
涯
意
を
す
る
こ
と
。

◇
夜
寝
る
と
き
は

　
特
に
疲
れ
て
い
る
の
で
充
分
戸
締

　
り
を
し
て
、
火
の
元
に
も
用
心
す

　
る
こ
と
。

　
ラ
ン
ド

三
、
主

　
　
後

　
　
主

一

算
十
日
町
市
　
　
　
…

孝
十
日
鷺
簗
扇
禽

菅甜

十
日
町
市
体
育
協
会
㌦

　
　
十
日
町
市
教
育
委
員
一

　
　
会

な
つ
休
み
．

　
　
　
　
　
　
　
ち

こ
と
カ
ら

な
つ
休
み
に
は
各
地
区
、
各
学
校

　
　
　
い
ろ
い
ろ
と
有
意
義
な
く

に
あ
り
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軌
乙
と
に
、

モ
、
、
モ
轟
わ
だ
て
が
さ
れ
て
、
そ
の

報
告
を
い

円通寺開設の季節保育所内

固定資産税
　（矛3期）

納期限は9月末日

lj用下さい

水飲み場）一
うな水呑み栓がr｝f内

つくりました。せい
して下さい。◇愛宕
町と高田町の交叉点
公園◇十日町駅広場
センタークロース

今月の納税

川
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
度
は
今
ま

…
で
学
校
だ
け
で
．
や
っ
て
い
た
ラ
ジ
オ

川
体
操
の
会
を
地
区
の
入
女
み
ん
な
に

㎞
お
し
ひ
ろ
げ
て
、
た
の
し
く
一
ヵ
月

一
を
す
乙
し
た
。
下
条
小
学
校
と
そ
の

隔
地
区
の
方
六
の
試
み
の
お
は
な
し
と

櫨騰

騨
講
懸
騨
鞭
嚇

回
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
。

　
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

▽
経
済
課
畏
中
町
忠
雄
（
建
設
課
隔

長
）
▽
建
設
課
長
林
一
郎
（
土
木
係
一

長
）
▽
社
会
福
祉
事
務
所
長
尾
身
善
臨

信
（
吉
田
出
張
所
主
任
）
▽
吉
田
出
一

張
所
工
任
太
田
義
信
（
責
出
出
張
所
隔

戸
籍
係
）
▽
保
険
係
長
兼
務
阿
部
勝
一

次
（
繧
誓
蒙

木
係
長
心
得
俵
山
利
雄
（
土
木
係
）
一

▽
市
長
堅
付
待
命
十
月
三
十
一
日
ま
幅
．

で
（
希
望
退
職
）
吉
田
才
治
（
福
祉
｝

事
務
所
長
）
関
口
軍
治
（
総
務
財
政
噸

係
）
酒
井
清
一
（
保
険
係
長
）
丸
山
…

重
平
（
下
条
出
張
所
配
給
係
）
　
　
画

｝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
ヨ
　
　
リ
　
　
ラ
　
し
　
　
　
　
ワ
　
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
十
日
町
会
だ
よ
り
　
川

　
東
京
十
日
町
会
で
は
、
去
る
五
月

一
十
一
日
、
深
川
の
澄
よ
し
庭
園
で
創
副

立
三
週
年
記
念
総
会
を
開
催
し
た
。

　
　
　
　
　
‘

　
　
　
6

恥
熱

φ
も

問
私
は
現

在
官
庁
に
勤
め

官
舎
に
住
居
し

て
お
り
ま
す

が
、
近
年
中
に

退
職
と
な
り
ま
』

す
の
で
退
職
後

は
官
舎
に
は
住
居
で
き
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
今
の
う
ち
か
ら
将
来
宅
地

と
す
る
土
地
を
求
め
て
お
き
た
い
と
・

思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
で
も
な

か
な
か
宅
地
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
農
地
を
求
め
る
の
ほ
か
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
知
事
の
許
可
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
よ
う
か
。

答
愚
近
急
速
に
世
帯
人
口
の
増

加
を
見
、
家
の
増
築
も
従
っ
て
多
く

◇
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
時
の
作
交
の
う
ち
の
一
つ
二
つ
を
の

　
押
売
り
や
見
知
ら
ぬ
物
売
り
に
注
川
せ
て
み
ま
し
た
。

欝
麗
鶴
燗
辞
購
厩
お
母
さ
ん

多
い
か
ら
注
意
す
る
こ
と
。
　
一
　
中
一
M
O
子

　
　
市
防
犯
組
合
・
十
日
町
警
祭
署
隔
　
や
さ
し
い
時
も
、
こ
わ
い
時
も
、

　
　
、
1

、
ー
、
ー
　
　

ー

i
　
　
｝
あ
る
母
、
お
こ
る
時
は
私
達
が
ね
ぼ

　
　
人
事
異
動
　
㌻
を
し
た
り
・
あ
そ
ん
諌
る
時
家

さ
る
一
日
付
で
人
事
異
動
を
発
令
、
…
に
帰
る
と
す
ぐ
「
勉
強
を
し
れ
や
」

課
長
が
動
い
た
ほ
か
、
希
望
退
職
に
脚
と
言
う
。
よ
そ
の
家
の
母
は
よ
く
わ

よ
り
吉
田
社
会
福
祇
事
務
所
長
ら
四
㎞
か
ら
な
い
が
・
よ
い
点
は
勉
強
の
方

入
が
市
長
室
付
と
な
り
ま
し
た
。
今
一
に
真
剣
に
な
っ
て
・
私
の
勉
強
の
わ

㎜
が
っ
ζ
つ

下
条
小
学
校
々
庭
で
ラ

ジ
オ
操
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
か
る
と
こ
ろ
ぐ
ら
い
は
、
お
し
え
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
く
れ
る
。
そ
し
て
、
す
こ
し
点
が
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞
が
る
と
、
す
ぐ
「
勉
強
を
も
う
少
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
れ
ば
大
じ
よ
う
ぶ
だ
よ
。
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦
い
っ
て
は
げ
ま
し
て
く
れ
る
。
こ
れ

十
日
町
市
長
、
樋
口
市
議
会
議
長
両
碑
は
い
つ
ま
で
．
も
つ
づ
け
て
も
ら
い
た

氏
の
他
、
会
顧
問
中
山
氏
外
会
員
百
㌦
い
と
思
う
。
そ
れ
か
ら
、
悪
い
点
は

五
十
名
の
出
席
者
が
集
っ
て
非
常
の
一
私
達
が
お
友
達
と
一
緒
に
計
圃
を
立

盛
会
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
蜘
て
て
母
に
そ
う
だ
ん
す
る
と
、
母
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
す
ぐ
反
対
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め

な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
の
で
土
地
の
｛
お
友
達
と
の
計
画
を
や
ぶ
っ
て
し
ま

間
題
に
は
ど
な
た
も
頭
を
痛
め
て
お
㌦
う
の
だ
か
ら
。
だ
か
ら
、
よ
い
計
画

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
岬
を
寛
て
た
時
は
母
も
賛
成
し
て
も
ら

　
ご
質
問
に
よ
り
ま
す
と
あ
な
た
は
幅
い
た
い
。
そ
れ
か
ら
・
学
校
庵
の
宿
一

当
面
家
を
建
て
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
一
題
が
出
た
時
は
仕
事
を
た
の
ま
な
い

う
わ
け
で
な
い
こ
と
と
、
非
農
家
で
隔
で
ほ
し
い
。
勉
強
が
終
っ
て
か
ら
仕

あ
り
ま
す
の
で
農
地
は
買
い
求
め
る
酬
事
惣
す
る
か
ら
・
勉
強
中
に
た
の
ま

こ
と
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
｛
れ
る
と
、
勉
強
を
わ
す
れ
る
こ
と
が

　
農
地
を
宅
地
に
す
る
場
合
は
農
業
…
あ
る
の
で
、
た
の
ま
な
い
で
く
だ
さ

生
産
力
の
増
進
を
計
る
、
面
か
ら
最
少
｛
い
。
勉
強
中
に
た
の
ま
れ
た
時
の
仕

限
度
に
と
ど
め
ら
れ
て
建
坪
の
三
倍
㌦
事
は
よ
く
で
き
す
、
勉
強
も
も
ち
ろ

以
内
の
範
圏
門
で
認
め
ら
れ
て
お
り
一
ん
で
き
な
い
か
ら
、
そ
の
時
は
も
う

一
ま
す
。
農
地
と
し
て
買
受
け
る
場
A
侃
母
な
ん
か
い
な
い
方
が
い
い
と
思
う

は
買
受
け
る
者
の
世
帯
の
経
営
、
面
積
刷
こ
と
が
あ
る
。
だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
母

が
三
反
歩
以
上
で
な
け
れ
ば
知
事
の
漕
は
た
い
せ
つ
で
あ
る
。
母
は
新
聞
も

許
可
を
得
ら
れ
な
い
の
で
す
。
　
　
㌦
ラ
ジ
オ
も
よ
ん
だ
り
、
き
い
た
り
す

　
　
　
　
　
　
　
（
塁
奮
会
）
一
る
．
そ
し
て
私
藩
ニ
ュ
支
馨

　
か
せ
る
。
こ
ん
な
い
い
母
と
悪
い
時

　
の
母
、
二
人
い
る
よ
う
だ
。
い
い
こ

　
と
を
し
た
時
は
い
つ
も
み
ら
れ
ぬ
や

　
さ
し
い
目
で
ほ
め
て
く
れ
る
。
悪
い

　
こ
と
を
し
た
と
き
は
、
こ
わ
い
目
で

　
お
こ
る
。
や
っ
ぱ
り
私
に
は
や
さ
し

　
い
母
と
こ
わ
い
母
が
い
る
。

　
　
　
　
『
母
』

　
　
ね
が
う
こ
と
、
お
も
う
こ
と

　
　
　
　
　
中
三
K
・
K
子

　
　
農
村
の
母
達
は
入
が
き
た
時
な
ど

　
頭
な
芽
数
多
く
さ
げ
過
ぎ
て
み
っ
と

　
も
な
い
よ
う
だ
。
や
め
て
も
ら
い
た

　
い
。
農
村
の
人
は
ぺ
こ
く
と
し
す

　
ぎ
て
腰
が
曲
っ
た
例
も
あ
る
が
、
こ

　
ん
な
こ
と
は
健
康
上
に
も
良
い
こ
と

　
で
は
な
い
と
思
う
か
ら
あ
い
さ
つ
な

　
ど
は
簡
単
に
し
た
方
が
よ
い
と
思
う

　
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。
母
に
希
望
す
る

　
こ
と
。
子
供
の
立
場
も
考
え
て
、
仕

　
事
な
ど
を
た
の
む
様
に
し
て
い
た
だ

　
き
た
い
。
子
供
が
勉
強
し
て
い
る
時

　
に
、
う
る
さ
く
云
っ
て
仕
事
な
ど
を

　
い
い
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
。
父
に
比

　
　
　
地
区
の

　
　
夏
休
み
は
子
供
た
ち
が
、
父
母
の

　
ふ
と
こ
ろ
に
四
六
時
中
を
す
ご
し
、

　
交
字
通
り
成
長
せ
る
時
期
廼
あ
る
か

　
ら
、
何
か
創
意
を
め
ぐ
ら
し
て
有
意

　
義
な
方
向
を
み
い
だ
し
た
い
と
考
え

　
た
。
以
下
そ
の
具
体
的
に
実
践
し
た

　
事
柄
を
記
し
て
み
た
い
。

　
地
区
の
人
々
と
子
供
と
凹

　
緒
に
な
つ
て
朝
の
体
操
の

　
会
を
つ
づ
け
る
こ
と

　
　
こ
の
こ
と
は
地
区
の
人
々
の
一
、

　
二
名
が
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

　
な
く
、
む
し
ろ
、
主
体
が
地
区
民
に

　
あ
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
。
広
い
校
区

　
で
あ
る
た
め
「
児
童
な
ら
び
に
区
民

　
が
自
主
的
に
参
加
で
き
る
場
所
が
え

　
ら
ば
れ
ね
ば
な
ら
す
、
そ
の
運
営
や

　
直
接
の
指
揮
も
青
年
団
で
や
り
、
婦

　
人
会
、
P
T
A
が
参
加
す
る
」
と
い

　
マ
た
、
て
ま
え
、
こ
れ
ら
の
方
女
と

相
談
し
た
と
こ
ろ
待
っ
て
い
ま
し
た

　
と
ば
か
り
の
極
め
て
積
極
的
な
協
力

　
が
あ
っ
た
。
会
場
は
十
一
ヵ
所
、
参

　
加
入
員
は
日
六
千
五
百
名
は
下
ら
な

　
い
と
思
っ
た
。
次
に
あ
る
日
の
朝
の

体
操
の
会
の
日
記
を
ひ
ろ
っ
て
み
る

　
と
、

　
　
　
八
月
＋
六
日
　
　
一

編
勝
驚
慧
塾

　
な
ど
と
考
え
な
が
ら
会
場
へ
か
け
つ

　
け
て
み
る
。
開
始
五
分
前
の
会
場
へ

は
、
続
女
と
つ
め
か
け
て
い
る
入
の
一

　
列
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
百
．
〈
近
い
児
一

　
童
牛
徒
、
四
十
余
名
の
婦
人
－
中
一

　
に
は
老
婆
が
ま
じ
っ
て
い
た
。
そ
れ
『

漉
融
潔
轟
陥
徽
馳
靴
攣

胆”朋”””髄”””鴨㎜闘””””””””闘””””””四

｝
言
繁
え
方
が
う
す
い
弊
、

も
っ
と
子
供
達
の
教
え
た
こ
と
や
、

願
っ
た
こ
と
を
本
気
に
な
っ
て
子
供

だ
か
ら
と
い
っ
て
ば
か
に
せ
す
、
了

供
の
云
っ
た
こ
と
も
信
用
し
て
く
れ

た
ら
も
っ
と
こ
の
農
村
が
明
る
く
な

る
こ
と
と
思
う
。
夜
な
ど
少
し
長
く

起
き
て
勉
強
し
て
い
る
と
心
配
し
て

早
く
寝
れ
と
云
う
が
、
こ
ん
な
こ
と

弊
わ
藝
ほ
し
い
ぜ
っ
か
く

嚢
し
て
い
た
の
が
「
匿
善

一
っ
た
二
謡
で
勉
強
を
し
た
く
な
く
な

一
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
も

　っ

と
励
ま
す
様
な
こ
と
を
行
っ
て
く

れ
た
ら
ど
ん
な
に
良
い
だ
ろ
う
か
と

一
思
う
。
新
聞
な
ど
を
も
っ
と
、
阻
昧

｝一
を
も
。
て
読
ん
で
も
ら
い
た
い
。
ま

㎜
た
し
か
る
時
は
し
か
り
、
ほ
め
る
爵

［
は
ほ
め
る
様
に
、
け
じ
め
を
つ
け
て

も
ら
う
と
よ
い
。
あ
や
ま
ち
を
お
か

し
た
時
な
ど
小
さ
い
子
が
悪
い
の
に

大
き
い
子
に
か
す
け
た
り
し
な
い

で
、
そ
の
あ
や
ま
ち
を
お
か
し
た
、
原

一
因
に
つ
い
て
正
し
く
聞
き
、
正
し
く

判
だ
ん
し
て
良
い
方
法
を
考
え
て
子

供
を
し
つ
け
て
も
ら
い
た
い
軌
家
で

と
っ
て
い
る
本
な
ど
は
な
る
べ
く
誠

む
様
に
し
て
よ
い
事
な
ど
実
行
し
て

も
ら
っ
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

夏
休
み
　
　
　
　
　
下
條
小
学
校

わ
た
る
ラ
ジ
オ
の
メ
ロ
デ
ー
に
、
叉

字
通
り
老
い
も
若
き
も
、
ぎ
こ
ち
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
発
刺
と
し
て

体
操
を
展
開
し
た
。
終
っ
て
「
先
生

は
じ
め
た
二
、
三
日
は
身
体
の
節
女

が
痛
ん
だ
け
れ
ど
、
も
う
な
れ
で
き

ま
し
た
。
三
十
年
振
り
で
体
操
を
し

ま
し
た
が
、
い
い
で
す
ね
」
と
い
う

母
親
の
顔
は
忘
れ
ら
れ
な
い
．

　
　
　
　
　
　
O

　
ま
た
地
区
の
体
操
の
指
揮
を
と
っ

て
く
れ
た
責
任
者
の
あ
る
青
年
は
、

そ
の
反
省
日
記
の
中
に

　
　
八
月
三
日

　
み
ん
な
が
大
体
覚
え
た
よ
う
だ
。

今
ま
で
一
回
も
や
っ
た
こ
と
の
な
い

人
も
、
み
ん
な
つ
い
て
来
て
く
れ

た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
僕
が
間
違
え

る
と
、
み
ん
な
が
、
ま
ご
つ
い
て
し

ま
う
。
今
日
は
、
は
じ
め
て
か
ら
三

日
目
な
の
に
僕
自
身
が
う
ま
く
や
れ

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
今
夜
は
中
学

校
を
た
す
ね
て
、
他
の
部
落
の
責
任

者
と
相
談
し
て
、
体
操
の
練
習
を
し

た
り
、
会
の
す
す
め
方
な
ど
が
よ
く

い
く
よ
う
に
レ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
O

　
地
区
全
部
に
わ
た
っ
て
は
じ
め
て

こ
う
し
た
計
画
的
な
大
が
か
り
な
試

み
を
し
た
が
、
一
ヵ
月
間
、
わ
れ
わ

れ
の
予
想
以
上
の
良
い
雰
囲
気
と
檀

極
性
が
各
会
場
で
み
ら
れ
た
の
を
見

た
。
叉
運
営
上
の
間
題
点
等
は
、
責

皿
任
者
の
方
女
の
話
を
と
り
入
れ
今
後

の
学
校
行
事
と
い
う
も
の
に
つ
い
て

充
分
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
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